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地盤情報データベースと地盤DX に向けた取組み 

情報のデジタル化およびデジタル・ICT技術を応用した業界の変革，いわゆるデジタルトランスフォーメーシ 

ョン（DX）化がさまざまな分野で進められています。建設・土木業界も例外ではなく，2020年度には，国土交通 

省に「DX推進本部」が設置され，業務の効率化のみならず，新しい技術を取り入れやすくするための建設業の 

文化・風土の変革を目的としたDX 化が進められている状況にあります。本特集号では，地盤工学分野における

DX 化に向けた取組み・研究事例や今後の課題について，ATC10（都市地盤情報に関するアジアテクニカルコミ

ッティ国内委員会）の委員に執筆いただきました。総説・論説では，地盤工学においてDX を進めるための重要

な要素である地盤情報データベースやBIM，Digital Twin に関する現状を概説いただくとともに，今後の課題と未

来についてまとめていただきました。また，液状化ハザードマップの作成から見た，現在の地盤データベースの

課題とその解決策についても執筆いただきました。地盤DX に関連する話題として，国際地盤工学会の地盤デー

タベースに関する取組み，地盤データベースを活用したデータ駆動モデリングや人工知能（AI）の応用事例（地

下水変動予測，沈下予測，地盤パラメータの推定）をご報告いただきました。さらに，地盤データベースを学校

教育に活用したユニークな事例もご紹介いただきました。今後の発展が期待されている分野であり，地盤DX に

ついて学ぼうとしている読者にとって有益な内容となっています。 
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